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パフ。アニューギニア高地人の食生活，栄長状態につい
ては，オース卜ラリアの Hipsleyllによって最初IC報告
された。それによると1940年代の高地人は，さつまいも
と野草を食べ，平均摂取熱母は1600kcall日.タンパク
質の熊取量は約22gと少ないにもかかわらず，浮腫やる
いそう等の低栄長症状は認めず，筋骨返しい体恕をし健
康を維持しているというIL また1960年代後半lと現在の
西部高地県で90人の男女を対象として実施された食生活
調奇引においても，豚肉を少i昼食べている乙と以外は，
1940年代の食生活とほとんと変化がない乙とが報告され
ている。
オース卜 ラリア政府は高地人KI950年代後半から.換
金作物としてコーヒーを栽培することを奨励した。現在
パフョアニュ ーギニアではコーヒーが主要輸出商品の lつ
となっている。 1960年代千トンの輸出量であったが1977
ff5万トンlζも伸び， その輸出;位の%は東部高地県，チ
ンブー県，西部高地県といった高地地方lとおいて生産さ
れている3L
1975半オース卜ラリアから独立し，高地地じりとも公立
小学校が設立され，小学生の就学率は1977年国全体で73
%!ζもi圭したと報告されている九
新石器時代さながらの生活を営んでいた高地人が，外
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部の人と接触を開始したのは1930年代に入ってからのこ
とであるが.1970年代以降高地負担方lζも近代化の波が押
し寄せ，食生活にも大きく影響を及ぼしている。我々は
1978年より 3回，東部高地県の l村で食'f調査を行って
きたので，食生活，栄養状態の変容について報告する。
調査方法
1 調査地域と対象
パプアニューギニア東部高地県ベハ村，カノレガJレビ←
集落の成人男子10名，女チ4名lζついて.1982年男了は
1月初旬.9:.子は12月初j旬に体格調IJ定，採血.It.活時間
調査，食事調査を行い.同集落で行った1978年8月へ
1980年1月引の成績と比較した。
ベハ村はマイウノレ山の北丙側中腹lζあり，標高1400-
2000mK鉱っている。カノレガノレビ←は標高1500mlC位置
し，人口 208人，戸数39戸で.3つのファミリーと称す
る血縁集団から成っている。 1978年ICはカノレガルビー集
活内fL.ヰミ，持活，ビスケットなどを販売している売庖は
1軒であったが.1982年現在4併にも土台加していた。
一戸あたり豚を平均 2.6頭飼育し.おもな食料は栽
培し白給している。調査時の一日における最高温度は平
均320C.最低140Cで一日の温度差は大きい。
被検者の年齢は隣村で医療活動に従事していた保健夫
と，ベハ村で生れ育ち，教育を受けている古年とが，体
絡，家庭内で生まれた順序等から推定した備である。そ
の結果男チは21-35J.であった。 k寸こは20-33J-で.い
ずれも性周期は正常であった。調査地域の詳細はすでに
述べたrlt
2. 体絡と血圧の測定
最少目盛 0.1c四の身長計(マルチン人体計損IJ~~)， 座
???
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ml-(木製).上腕図lζは布製のメジャーを用いた。皮
下脂肪厚は栄研式皮下脂肪計.血圧はデジタノレ血圧計
(臼本精密損IJ器株式会社)で測定した。
3. 血液性状の分析
係血は午前9時から12時頃までの聞に実施した。全日
朝食は済ませていた。へ7 卜クリ ット値は，高速遠心佐竹
ヘモグロビン濃度はシアンメトヘモグロビン法制(コン
トロール血球4Cで毎日チェックを行った)で採血後2
-3時間以内に測定した。I血清の分離は，ノミキュティナ
SST IC:係取した血液を3000r.p.m.30分間遠心して行い
凍結後日本へ持ち帰り，目立726型自動分析計11jc:よっ
て，血治一成分を分析した。
4. 生活時間調査
男子は連続した3日!日，J.女子は2日間le:ついて，早朝
被検者の起床時から就床時まで，被検者1人lζ日本人制
在民 l人がつき ，行動を共にし. 1分五IJみで行動を記録
した。各労作別IC:消費時間を集計 しーた後，表31ζ示す織
に区分し.生活時間配分を算出した。各労作別の活動代
謝iiI:はベハ村の近くのルフ 7村で実測された成績121と，
日本人の成績131を参考にして推定し，消費エネルギ-f1i
を311¥した。
5. 食事調査
物 且~+ 
男子3日r:JJ.女子2日間の調査期間中，水以外K摂取
したものはすべて 1kg秤り(最少目盛10g)で秤おした。
焼いも，水煮のさつまいも，石蒸料理， 竹筒料理では別
IC:実損IJした調理前後の料理による水分合盛の変化の係数
を用いて，生重I誌を算出した。おもな植物性食品IC:つい
ては，乾燥後日本へ持ち帰り，タンパク質，脂肪.粗繊
維，灰分を実視，1]1した。さつまいもについてはアミノ酸含
位を日本食品分析センターに依頼し分析した。他の栄益
素と他の食品については.1978年.80年は， 三訂食品成
分表.82年は四訂食品成分:/k.アミノ酸合誌はアミノ酸
組成表 (1966年科学技術庁資源調査会編)を用いて算定
した。被検者が侠取した食品について三訂と四訂成分表
の数値を比較したが，それほど大きな違いはなかった。
主要食品別保取i煩度は l臼のうち 1回でも熊取すると
カウ ントし，調査延日数lζ対するパーセンテージで示し
た。食品数は食品群別に l度でも摂取されたものはカウ
ントし集計したが，亘頬と緑黄色野菜は品種が同定でき
ない場合もあったので，総数から除外した。
結果および考察
1. 体格，血圧と血液性状
被検者の体格(ぷ 1)を日本の昭和57年間民栄益調査
表 1 被検者 の 体格と血 圧
r-;: 
男
被 検 者 数 10 
年 齢 31ナ421 
身 長 (cm) 158.8土5.7
体 重(kg ) 58.9十 4.5
ローレル指数31 147す 13
Body Mass Index ω 23.4士1.5
座 高(c田) 82.8士2.3
皮下脂肪摩川町)
上 腕 背告fl 5.7士0.8
肩甲骨下部 9.0士2.0
血 圧(mmHg)
~ 正 1fuf ] 110士 14
故 低 61 + 10 
!)昭和57年国民栄養調倉 141 血圧は文献l引によった。
ω、ド均値土標準偏差
ノ、 日 本J)
女 男 女
4 
29士6 26 39 26 39 
147.1士2.9 168.0 154.8 
(2 ) 
47.6土5.2 63.1 51.8 
149士10 133 140 
21.9土 1.9 22.4 21.6 
76.1士 3.4: 91.0 85.0 
10.4士 1.7 12.2 18.3 
8.8土 1.8 14.8 18.1 
118士 16 128 120 
58土3 79 74 
体重 (kg) 守
}ローレノレ指数= 令 x 10' 
身長 (c皿)3
体重 (kg)
引 Bodv Mass Index =。
J 身長 (c田)2
X 104 
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成績141と比較すると.男女とも身長，体重はやや低く ，
ローレノレ指数はやや日L、府1を示したが，皮下脂肪停は，
上腕背部.肩甲t下部も.日本人成績の約%と低く筋ft
~しい体裂を認めた。 血圧は女子の段高血圧を除くと日
本人の成続出の80-87%と低かった。
ヘマトクリ y 卜他.ヘモグロビン濃度は臼本人の成
続16) よりやや高い傾向にあり貧血症状は~~、めなかった
(表 2)。 巾lNi中総タンパク.アルブミン濃度は口本
人の正常:i~i16)とほぼ同じレベノレであるが.尿ぷ窒ぷ，ク
レアチニン狼度は.日本人の成績111よりやや低かった。
乙れらの成紛は1980年κ実演1した村人の血液性状17)とよ
く似た傾向であった。今回始めて測定した血清中ナ卜リ
表 2 被検者の血液性状
，、〈
男
へ7 トクリ ット (匂) 45.5士5.21
ヘモグロビン (gl 100田1) 15.9 -t 1.9 
タンパク質 (g/IOOml) 7.1士0.3
ア Jレプ ミン (g/100ml) ".0七0.3
尿 酸 (mg/IOO ml) 6.5十1.9
尿主主筆ゑ (mgl 100 ml) 9士3
クレアチニン (mg/IOOml) 1.1 + 0.2 
ナトリウム (mEq/l ) 141士2
カ ウ ム (mEq/l ) 3.6士0.3
ク ロ ー ノレ (mEq/l) 104土2
カノレシウム (mEq/l) 4.4士0.1
ン (mg/IOOml) 2.1士0.7
GOT2) (1. U.) 42士 13
GPT3) (1. U.) 25士8
ALP引 (KAU) 7.7士1.6
ChE5) (ム pH) 0.77七0.11
r -GTP6) (1. u.) 14十3
LAp7) (1. U.) 18七3
LDH8) (w.u.) 360士 156
コレステロール ( rng !l 00 ml ) 107十7
中性脂肪 (mg/IOOml) 173七56
ン脂質 (mg/IOOml) 144 + 9 
1) 男子は6人.!l:. fは4人の平均lu内+際準偏h':
2) Glutamic oxaloacetic transarninase 
3， G lutamic pyruvic transaminase 
引 Alkalinephosphatase 
日 Cholinesterase
6) r.g1utamyl transpeptidase 
7) Leucine aminopeptidase 
81 Lactatc dehydrogenase 
，、 日 本9)
!l:. 9J !l:. 
42.6す 2.0 44.5 -t 2.9 39.7 + 2.6 
14.8 + 0.4 14.8 + 1.2 13.1 +0.9 
7.6士0.4 7.7十0.4 7.6十0.4
4.2す0.2 4.2十0.2 4.1 +0.2 
6.4十 1.4 5.7 4.3 
12i:-3 7 -18 
1.0士O 0.8 - 1.7 
139十4 135 -150 
3.7 t 0.3 3.8 -5.1 
103+2 98 -108 
4.5士0.1 3.5 -5目。
3.2士0.2 2.9 -4.3 
36十3 10 -50 
23+2 6 -42 
6.7寸 2.5 2 -10 
0.75す0.11 0.8 -1.1 
10 iァl 0-60 
13 -七2 8-22 
323 i:-34 50 -450 
115士7 159斗 231176:t21
102士 14 50 -150 
149寸 1 136 -240 
9)男女別々に記献したものは文献16) 児!J:.ー諸』ζ記載したものは文献11)によった。
( 3 )
42- 食
ウム，クローノレ，カノレシウムの濃度は日本人の正常・{ifill
とほとんど同じレベルであったが.カリウム，リンのm
fJ[は日本人の正常値11)より低い値であった。血清巾の併
索活性は日本人の正常値11の範凶内にあり，肝機能IC異
常・が認められるヒトはし、なかったが.コリンエステラーゼ.
r-GTPの活性は日本人の正常値11の下限にあった。
l血的中コリンエステラーゼの活性l即と血清尿素濃度I!Iは
低タンパク栄養1<:鋭敏に反応し，低下する乙とが知られ
ているので，タンパク買の奴取地は依然として低い乙と
を推測させた。
血N'r中総コレステロール161 リン脂質11の濃度は円本
物 孟ー皐.守二
人の成績より低似であった。中性脂肪は朝食阪取後採血
しているので早朝安紗時より高い侭を示していると予想
されるが，日本人 11とほぼ同じレベルで、あった。
2 生活時間調査
生活時間配分の平均値を表31<:示した。男子の生理的
活動，労働，休養・娯采の時間配分は1980年にほぼ同時期
1<:行った成績とほとんど差がなく.1978年8月の祭りの
時期IC調任した成績より労働時聞が多く.休1l・娯来の|時
間がi草花少なかった。9:.子についてみると，畑仕'J，育
児，調理の時間が男子より著明1<:長く.労働時間の合計
が男子の約2倍の 565分であった。その分だけ休益・娯楽
表3 生 活時間配分(分/日)
男
19781 19802) 1982 
生理的活動
睡 日良 576士 78泊 581 士 40 560士 30
食 olJ 30士 17 47士 21 36士 12
身 辺 雑 'lJ 7士 3 17士 12 18土 1
613 + 74 645セ 51 614十 29
労 働
歩 fT 54土 45 96士 40 93士 42
木を切る.t!!.弓矢作り 27士 47 67士 53 61 土 56
コ ー ヒー栽培 20土 28 7土 17
~UI {士 'j} 16士 25 19土 30
育 児 22士 44 46土 74 14七 23
調 九! 8土 18 1 士 1 15士 31
そ の 他4) 32七 59 27土 44 71 土 68
179 _t ~7 お8 土 '5T 280 :t 106 
休養 ・娯楽
雑談 . 休息 483士 108 460土 66 437土 87
ブラプラ歩き 101 七 83 44土 36 100土 40
カ ド遊び 48七 67 。 7土 15
ボ ー ノレ遊び 。 4土 5 2士 5
t長 16 七::10 b 。
IJ、 507土 76 546土 86
11被検者18人.平均年令31才，身長 158.3土 5.4cm.体重59.1土5.4kg 文献4)
21被検者8人，平均年令30才，身長 161.6士 4.3cm，体重 59.8土5.8kg 文献51
3)平均値士標準偏差
41女子は編物，豚の飼育，きのと採集などを合む
( 4 ) 
よE
1982 
511 士 24
57士 20
1 士 3
579 + 34 
65士 17
14 + 25 
29士 40
126寸 94
115寸 80
87土 24
129土 113
565土 10
286土 102
10士 10。。。
296土 lω
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の時間が少なくなった。乙れはパブアニューギニア高地
人の生活形態として，土地を開墾したり，家や!f.!作りて事
は男の仕:jlとされているか，作物の裁縫や調埋は女の仕
事部とされているためであろう。高地人におけるtf.活時
間調伐成tiは，Norganl21等の報告ILしかみられない。
彼等によるとベハ村の隣村である Jレファ村での調布では
労働時間としての[X:分を明確にしていないので宇IJ然とし
ないが.男 子の労働時間310分，女子 341分と:P-:l¥でき
る120 Iレフ ァ村の友子の労働時間が短いのは，育児がなi
円lζない乙と. .;I~Jll!JI寺間が43分と少ない乙と，又， :j主々
の成績では.Ml々維多な労作も休息や娯楽のためでないn~f
は労働時間iζ入れた乙とによるかも しれない 皮下の例
数が4f9iJと少ないので，今後検討を愛するか，リJ!;(の労
働時間の々は大きい。
次Iri内'flエネルギーを算出したか.乙れは}j法で.i!sべ
たように活動代謝Eか実ilJ値ではなく.文献ft([12， 1:1のた
め必ずしも正確とは言えないが，参与のため次Ir説明す
る(ぷ 4)。 男子の消費エネルギー母はやf'li的tMVJ，'Ji 
働.休長・娯楽および l 円総量とも 1980~手の凋代成紡とほ
ぼ同じであった。総消費エネノレギ-ii1は2654i:242kcal 
であ った。 t王子では男子』ζ比較し ， 労働時の消t~エネル
ギーが約1.5倍と多く，休養・娯楽i時は%以 Fであり. 1 
表 4 ir t~ エネルギー (kcal/kg )
一一
ヲj 女
目
1978 1980 1982 1982 
ト一一一
生J'~的活動
陣長 日民 602士 981) 626士 80 581 土 46 429 + 62 
食 'J 46土 26 74士 36 56士 20 70十 22
身 辺 雑 ?界 14士 8 32十 25 37土 21 17 寸 6
ト一一一 ー
662土 99 731 士 116 674 十 56 515 i 69 
労 働
歩 イI 238 士 205 472 i 168 415士 187 277 i: 102 
本を切る.h:i，弓矢作り 113士 198 304土 270 259士 207 56 + 101 
コ ーヒー栽情 65土 87 19士 49 37 十 51
畑 {上 事 50士 82 110士 166 478十 341
u 児 47士 94 98十 111 27 士 38 165士 124
L周 f'I! 18士 38 21土 20 28士 60 114 l' 42 
そ の 他 76土 159 84士 157 174 士 159 402 '[-389 
一
1、 長十 607 + 355 1169十 442 1033 t 340 1529十 198
』
休益 ・以来
雑談 休 ζ1 692土 163 616→ 137 619士 137 332 ト 148
ブラプラ 歩き 262士 202 157 上 108 308 + 136 19 J 21 
カ ド遊び 70十 97 1 十 25
ボ ー ノレ滋び 13 ・ト 17 8 t 19 
然 26士 46 1 
'て の 他 l士 3 39十 51 44士 56 179七 176
-・E・-・同4
1051士 247 785十 202 947土 197 350 七 162
総 2320士 420 2654 + 242 2393七 212
i 
日、fi.均1(+標準偏差
( 5 ) 
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日の消費エネルギーは2393寸 212kca1となった。男女と
もルファの人を対象としたNorganl2)の成績と大きな
違いは示さなかった。
3. 食事調査
主要食品炭取頻度と炭取量を図 1，食品群別摂取蛍と
食品数を，&51L示した。穀頬の摂取震は年々増加してい
るが，その主なものは米であり .78年には46g.80年は
71g. 82年には 169gであったo !x.子で'i46gと:ftl.頻
度とも少なかった。 78作の調在は祭りの時期であり，コ
ーヒーの収穫期でもあったζとから.現金収入があり.
村やコーロカ(県庁所在地であり，週 1回ジープがパスと
して村からゴロカへ巡行している)の売庖で，小麦粉を
水で練ってラードで錫げたパンを購入して食べているヒ
トを見かけた。しかし18名中2名で，平均摂取量はわず
100 摂取量(gl臼) 。
169 .. 
989 .. 
1387一『
971・
1317一--1
159 .. 
物
本
，、'.I巴
かであった。
従来家庭で小麦粉の使用はみられなかったが.82年IC
は男女 l人つつではあるが，水で練ってバナナの』誌に包
み水煮にして大量に食べていた。さらに調査期間中3人
の9Hがコ'ロカIC出かけ食ノマンを餓入して食べた。
いも頬は80年より炭取量が減少したが，乙れはさつま
いもの阪取:位が，平均971gと少なくなった乙とによる。
さつまいもの摂取頻度も， 78年Kは9896.80年は 10096
であったものが.82年では8396に減少した。82年ではタ
ロ.ヤムの侠取がみられず，キャサノミ平均62gを阪取し
た。女チではさつまいもを平均1317g娯取し，体絡の大
きい男子より大量に筏取していた。他のいも類の際取傾
向は男子と同じであった。
従来さとうきびをおやつとしてよく食べていたが，今
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図1 主要食品別奴取Eと奴取頻度
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奥問他.パプアニューギニア高地人の食生活 -45-
回は男友とも疾取がみられなかった。菓子類はビスケ y
トであるが男子のみ摂取した。
豆頬は摂取量，慎取頻度ともそれほど多くなかった。
友子は l人が大量に食べた。文.東南アジアで南安なタ
ンパク源として注同されている四角豆が今回始めて登場
しfこ。
魚介類はサパの缶詰.味付けと油漬けのイワ、/の缶詰
で.78年には13gであったが.80年には21g.82年は42
gと男子では年々その隈取量が憎加しているが，よと子は
4gと少なかった。肉類は78年には豚祭の時期Iζ調査を
行ったので豚肉73gと大量に食べていたが.80年では烏，
モモティとよばれる有袋煩を22g摂取した。82年では豚
肉と有袋類をあわせて 9gと摂取量は少なかったが，女
子では 1人が豚肉と豚のレバーを食べ平均199の隈取と
なった。今阿はコ ーンビーフの摂取はみられなかった。
肉の缶詰より魚の缶詰を多く摂取するのは好みの問題も
あろうが，肉の缶詰が歪量あたり 2倍近い価格であるこ
とも大きな開出であろう。乙れまで卵類と乳製品の倶取
はみられなかったが，コロカで l人がゆで卵(鶴). 別
の 1人がソフトクリームを購入して食べた。動物性食品
の合計量は男子56g./;J:，子23gで日本の国民栄養調査成
績 141の'li;-¥比41ζすぎない。
今回の緑黄色野菜 (カボチャと野草)の摂取f誌は80年，
K比較し少なくなったが，女子では緑黄色野菜，その他
表 5 食品群別摂取量と食品数
穀 鎖
し、 も 類
砂 帯主 類
(さとうきび)
菓 子 煩
油 1旨 類
種 実 煩
E 頬
魚 介 知
肉 額4)
卵 頬
手L 煩
緑黄色野菜
その他の野菜
果 実 知
きのこ類
海 草 類
日替好飲料
調 味 ロ仁ロ1 
総 量
1)平均値土標準偏差
2)炭取hl:0.5 g以下
食品群別筏取量 (g/人/日)
男 女
1978 1980 1982 1982 
50士 581 71士84 248土259 113土 134
1120土260 1480士397 1041土460 1476土 549
84土 148 89士 153 l士3 。
3土9 (+) 12士26 。
(+ )2) 。 。 。
l士3 1士2 (+ ) l士3
(+ ) 15土26 6士 13 36士73
13士 18 21土30 42土43 4土8
75土65 23 -t 36 9士18 19士38。 。 2土5 。。 。 3七9 。
34士41 129土 173 59士63 116土70
49士60 83土84 11士 173 171土285
24士 55 45土69 46土96 40士48。 。 1士2 172士 127。 。 。 。。 。 38土66 。
(+) l士2 2士3 (+ ) 
1450土 320 1887土414 1620士440 2148士257
3)豆矧，緑黄色野菜 (野草)は種煩を同定できないものがあったので( )を付した
4)豚肉，烏，有袋類を含む
( 7 ) 
食品数
男 /;J:， 
78 80 82 82 
2 5 2 
3 3 4 2 
2 。
3 。。。。
2 
(4) ( 2 ) (2 ) 
2 3 
2 3 2 。。 。。。2 。
(14) (10) ( 12) ( 6 ) 
4 4 4 2 
2 2 。。。。。。。。 。。
(38) (32) (43) ( 19) 
23 lo 29 1 
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の野菜とも男子より摂取最が多かった。果実類はハナナ， も少なかったととによるのであろう。3回の調査ともヱ
パパイヤであった。きの乙類は女子全員が大量に食べfこ。 ネノレギー出納はほぼとれていた。さつまいもを大誌に摂
海草頼，塩以外の調味料の摂取は従来通りみられなかっ 取した女子についてみると，エネルギー娯取量は，体格
たが晴好飲料は3人の男子がコRロカでジュースを飲んだ。 の大きい男子より多くな り，エネノレギー出納はプラスと
食品数が82年lζ多くな ったのは，購入食品が増加した なった。従来の高地人における食事調査丸山で，男子よ
乙とによる。購入食品はおもに穀績と魚の缶詰であるが， り』王子のエネノレギー摂取量が多かったという報告はみら
娯取量，摂取頻度とも年々増加している。女子では男子 れない。例数が4人と少なく，調査日数も 2日間であり，
ほど購入食品の娘取はみられなかった。その代わり体格 今後さらに検討を要する。消費エネノレギーも活動代謝E
は男子より小さいが，さつまいもを男子より 350gも多 が推定値であるので，エネルギー出納がプラスになった
く摂取し，摂取総重量も約500g多かった。女子は男子 乙とはさらに検討を要するが，女子が思春期以降30才代
よりよく働き ，しっかり食べている乙とがうかがえる。 まで良い体格を維持印しているのは.さつまいもの栽培
栄養素摂取量は表6Iζ示した。男子の僕取エネノレギー を担っている乙の世代の女子がよく働き，よく食べてい
量は80年とほぼ同じで， 78年の祭の時期より多かった。 るととによると推測される。
これは祭の時期では'Ji働時間も短く，消費エネノレギー量 脂質の摂取量は男女とも日本人の平均14)の%以下と少
表6 栄養素寝取量1I(1人l日当り)
男 t:. 
1978 1980 1982 1982 
エネルギー (kcal) 2390土 5402) 2814 :t 514 2837士 756 2921 土 87
(kcal/ kg) 40.4土 9.6 47.1 土 8.3 47.8士 9.9 62.1土 8.3
1旨 質 (g) 44.6士 30.4 16.5士 5.6 22.6士 14.0 15.5土 8.2
糖 質 (g) 467土 103 630士 114 591 士 152 649士 68
組 織 キ佐 (g) 8.5土 2.3 14.2土 4.7 10.6士 4.2 16.9土 3.3
タンパク質 (g) 35.2士 10.7 44.7土 12.0 54.4 士 2.8 52.6士 24.4
(g I kg) 0.60土 0.18 0.75土 0.19 0.91 土 0.34 1.12士 0.56
動物性タンパク質(g) 11.5士 6.6 8.6土 7.2 10.1土 10.5 4.2士 6.6
灰 分 (g) 11.8 :t 2.4 18.1 :t 5.2 14.8土 4.9 19.3土 3.2
カ ウ L恥 (g) 6.0士 2.1 8.7士 1.8
カルシウム (g) 0.37士 0.06 0.51 士 0.15 0.48士 0.16 0.68土 0.07
ナトリウム (g) 0.44土 0.39 0.88土 0.75 1.17士 0.12 0.22士 0.04
ン (g) 0.69土 0.14 1.00土 0.22 1.03士 0.33 1.12士 0.19
鉄 (瑚) 10.7土 1.9 14.8土 3.4 11.3土 3.8 17.3士 4.2
ビタ ミ ン A (1. U.) 617土 697 1666土 1458 1207土 1156 5659土 5912
ビタミン BI ( mg) 1.90士 0.38 2.52土 0.67 1. 71 士 0.53 2.23士 0.27
ビタ ミン B2 ( mg) 。巴62士 ο15 0.92土 0.26 ]円9士 0.39 1.89士 0.56
ビタミン C (瑚) 328士 94 481 土 128 333土 155 483土 125
ナイア シ ン (mg) 13士 3 17 :t 3 19土 6 24土 6
1主要食品は現地で採取し，タ ンパク質，脂質，粗繊維， 灰分は実損IJしたU
その他の栄養素と輸入食品については.78， 80年は三訂日本食品成分表， 82年は四訂日本食品成分表を
用いた。
2)平均値士標準偏差
(8) 
奥田他 :パプアニューギニア高地人の食生活
ないが，78年は祭の時期であり ，豚肉を摂取し，これに
由来して多かった。動物性食品や脂質の娯取況が少ない
乙とが，血清中コレステローノレやリン脂質の濃度が低い
ことの lつの要因と推測される。
男女ともさつまいもや野菜を大量に食べている ζとか
ら，糖質，粗繊維，カリウム，ビタミンB 1，Cは日本人
の国民栄養調査141のレベルよりは多誌に摂取しており ，
その他のナトリウムを除くミネラノレやビタミンは，日本
人の平均レベル 141とほぼ同じ位であった。女子のビタミ
ンAの筏取量が多いのは，1人の被検者が豚のレパーを
食べた乙とによる。ナトリウムの摂取量は年々討す加して
きているが.それでも82年の男子で1.17g，女子はわず
か0.22gであった。乙のととが村人の血圧が加齢に伴う
上昇を認めない 171乙との iつの要因と推測lできる。
とれまで高地人のタンパク質の摂取盈が少ない乙とが
注目されていた。米，小麦粉，fl.~の缶詰など輸入食品が
導入され，タンバク質の痕取量も年々増加してきている。
男子は82年の調査時IC、ド均54.4士22.8gのタンパク質を
隈取している。被検者の男子の生業は農業であるが，そ
のうち2人は売庖の所有者であり ，2人は賃金労働を随
時行っていた。そのためかその内3人は，さつまいもの
摂取監は少なく .米や小麦粉，魚の缶詰の隈取置が他の
人IC比較し多く .3人を除いて平均するとタンパク質摂
取量は42.9t 16.2 gとなり.80年の成績に近い値となっ
た。l人のタンパク質摂取盆は199で1940年代の報告と
差のない人もいた。タンパク質の倶取量は199-lOlgと
個人差が大きい。80iflζ成人男子18名の血清中遊離アミ
ノ般濃度を測定したが，日本人K比較し，必須アミ/鮫
濃変は低く ，一方非必須アミノ厳濃度は高く ，低タンパ
ク栄養状態にある乙とを示していた2010
女チはさつまいも，穀類，豆類，野菜からタンパク質
を阪取している。 t:子が男子より大:!ilのさつまいもを摂
取した lつの理由として，男子は雨期κ入る直前でさつ
まいもの収穣盈が少ない時期に調斉をし，女子は雨期lと
入ってから調査を行ったという調査時期の約 iカ月のず
れによるかもしれなし、。男交の栄養摂取像の追いを検討
するためにはやはり同時期K調査を行う必要があろう。
ほとんと.の村人がコーヒーを栽惜している乙と，村の完
広が年々附加している ζとから.食生活の変化は充分予
想される乙とではあるが，今回得られたタンパク質の炭
取訟は，血液性状61(表2)から考えると ，村人全体の際
取手均より少し高い位置を占めていたかもしれない。乙
れ位まで摂取可能だというレベノレ，あるいは近い将来の
食生活の変化の方向性を示しているかもしれない。 動物
性タンパク質の際取誌は依然、として低く1O.lgで，日本
? ，
，
?
??
表7 さつまいものアミノ酸含量 1
g/Ng 比21
イソロイシン 0.25 1.0 
ロ イ 、ノ ン 0.39 1.0 
ジ ン 0.30 1.1 
メ チオニ ン 0.11 1.7 
シ ス チ ン 0.11 1.5 
フェニーノレアラニン 0.36 1.4 
チ ロ シ ン 0.23 0.8 
ス レオニ ン 0.30 1.0 
卜リプ卜ファン 0.091 1.2 
，く ン 0.36 1.0 
アノレギニ ン 0.23 1.0 
ヒ スチ ゾ ン 0.09 0.8 
ア 7 ン 0.43 1.2 
アスパラギン酸 0.82 0.7 
グー ノレタ 之 ン酸 0.73 0.8 
グ ごノ ン 0.30 1.1 
7
0 ロ ン 0.16 0.8 
セ ン 0.41 1.3 
タンパク質 (gパOOg) 1.5 1.3 
I 日本食品分析センターによる分析値
21アミノ酸組成表 (1966年科学技術庁資源調伎会編)
の値を!としたときの比
人平均14)の約%にすぎず.女子では4.2g にすぎない。
表7にさつまいもの実iJlljアミノ酸含量と口本のア ミノ
酸組成表のさつまいもの数値との比を示した。日本のさ
つまいもの制限アミノ酸である含硫アミノ酸の含量は口
本の約 1.6倍も多く，トリフト ファン，リジン含封もわ
ずかであるが高L、。それゆえアミノ酸価 (1973FAOI 
WHO)は87で第一制限アミノ酸はリジンとなった(表8)。
主食のさつまいものアミノ酸価が日本のもの621L比較し
かなり高いので.1:具取タンハク質のアミノ酸価も男86，
女81となった。さつまいもと野草しか食べていなかった
表 8 さつまいもと摂取タンハク質のアミノ般側1
制限アミノ酸 アミノ酸価
さつまいも リ ‘/ ン 87 
ロ イシン 88 
1932年男 シ ン 86 
含信任アミノ酸 98 
1982年女 ジ ン 81 
ロイシン 91 
合硫アミノ 酸 93 
一一11 F AO/WHO 1973年
(9 ) 
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時代にも，低タンパク栄養症状を示さなかった1fM出の l
っとして，さつまいものアミノ酸組成が比較的優れてい
た乙ともあげられるかもしれない。さらに村人が食物繊
維を大fi1IC::含んでいると考えーられるさつまいもや野草を
綴取したとき.米を中心と した食事を奴取したときのタ
ンパク質の点の消化吸収率とほとんど差がなかった21」
無タンパ夕食を10日間投与し，尿中と糞中iζ排池された
宅索畳から算出した不日j避宅ぷ慣失量は欧米人や円本人
よりも低かった22」 乙れらの乙とがタンパク質の隈取L1
が少なくても.筋骨返しい体型をし，健康を維持してき
た碍白と推測される。
ぷ91ζはノfプアニューギニア高地人のタンパク質侠取
自を文献値2，121とともに示した。1960年代後半に隣県で
ある西部同地県でおとなわれた調査引では，タンバク質
物
? ?
度取量は21-25gと少なく ，その8制以上はさつまいも
のタンパク買に由来していた。また購入食品は一切摂取
していなかった九 1974年ノレファにおいては 121 タンパ
ク質の領取母がm加し，購入食品である米と魚肉缶詰が
登場している。 附入食品の摂取:!JJ:は女より男，主齢者よ
り若年者の方が多くなっている。ルファ』とはベハ村を含
む53村 (人口約3万)を統轄する役所があり，ゴロカIc:
通ずる大きな道路があるためベハ村より経済発泌が一歩
速い。しかし Jレフ ァの成績より軍省らの今回 (1982年)
のベハでの成績では，さらにさつまいもに由来するタン
パク質の割合が減少し，その代わりに購入食品に由来す
る比率が噌加している。 乙の傾向はチ ンプ-!尽において
も報告却されており，そとでも米や魚の缶諸・1)照取が培
大している。
表 9 ノマフ。アニュ ーギニア高地人のタンパク質侠取量
タ ンパク 質
県名 村名 調査年 性別 年齢 例数
身長 体重
(cm) (kg) さ冥取量 購入食品さつまいも
(g /日) (%) (匂)
西部高地H Murapi・nl
男 30 39 1 25 。 89 
1966-67 
女 " 9 21 。 81 
東部高地 Lufa21 1974 男 18-29 28 161 58 49 24 32 
" 30才以上 15 157 56 44 8 47 
女 18-29 28 152 51 44 13 37 
M 30.J'司以上 6 150 46 37 2 44 
Beha 1978 男 31 18 158 59 35 19 42 
1980 " 30 8 161 60 45 20 47 
1982 " 31-と4 10 159 59 54 53 28 
1982 !J:. 29t6 4 147 48 53 23 38 
"文献21 2)文献)21
ベハ村の食生活は.さつまいもと野草を中心とした伝
統的なものを色濃く残してはいるが，徐々に変雰を示し
つつある。乙のような食生活の変容を正確に把促するた
めには，食事調査とともに.今後は注らに年間のコーヒ
ー収穫畳や売買価格などの経済面，穀績や缶詰の年間購
入憶を算定し，総合的に判断する乙とが大切であろう。
乙れらの変容は第二次大戦後日本で経験した栄養照取像
の変容の速度より早L、かもしれなL、。食生活の変容が村
人の健康状態にどのような影響を与えるか今後の大きな
問題となろう。
要 約
パプアニューギニア東部高地ベハ村カノレガJレビー集落
で，1982年1月初旬男子10名， 12月初旬女子4名について
食生活，栄養状態の凋査を行い，同地戚で1978年.1980 
年IC:行った成績および日本人の成績と比較した。
(1) 体格は日本人に比較し，やや小さいが皮脂原は薄く
筋肉質な体!1'1であり，貧血や低タ ンパク血症などはみ
られなかった。血清尿素窒素，血前クレアチニン潤[!t，
血清静索の一部の活性.血清脂質成分の浪度は日本人
の成績より低かった。血清電解質濃度はカリウムとリ
ンを除いて日本人の成績とほとんどかわりなかった。
(2) 生活時間調布成績によれば男子の生活時間配分や消
(10) 
奥田他.パプアニューギニア高地人の食生活
費エネノレギー 訟は， 1980年の調査とよく似た傾向を示
した。女子の労働時間は，男子の約2倍と長く，休養・
娯楽の時間は逆に短かかった
(3) 米と魚の缶詰の摂取量と摂取頻度は年々増加してい
るが.伝子での摂取量は男子lζ比較すると低し、。女f
はさつまいもを1.3kgも摂取し，男子の 1.0kgよりも
多かった。卵額，乳頬，晴好飲料など従来摂取してい
なかったものを男子では少Eであるが炭取した。持{取
食品数も年々明加している。
(4) 男子のタンパク質の摂取訟は年々地加の傾向を示す
が，動物性タンパク質の娯取量は依然として少なく，
他の栄養素の摂取量は80年の成績とほぼよく似た傾向
を示した。女子はさつまいもを大f止に摂取したことか
ら，エネノレギー ，組繊維の摂取が男子より多くなり，
男子で.q:々増加しているナトリウムの摂取枇は女子で
は依然、として低かった。
生活時間調査と食事調査より算出したエネノレギー出
納は，男子ではほぼゼロ平衡となったが.皮下ではプ
ラスの出納を示した。
(5) 現地のさつまいものアミノ酸含14は日本の成分値と
比較し，含硫アミノ酸含量が高かった。従って妓取タ
ンパク質のアミノ酸価は高く，第一制限アミノ酸はリ
ジンであった。
以上の乙とから現地の食生活は.さつまいもと野草を
中心とした伝統的なものを色漉く残してはし、るが，徐々
に変容する傾向を示しているといえる。
被検者として協力して下さった村人.および調査K種
々協力戴いたP.N. G. Institute of Medical Research 
(所長 Dr. M. Alpers)のスタ yフに感謝する。
調査研究に御助言いただいた神戸女子大の吉村寿人教
授，調査に参加して下さった神戸交子大藤田文女，東京
邸老人総合研究所 黒田淳子の名氏と，血清成分の分析
をLて下さった医学部の奥田清教授.小林紀崇.東畠正
1高の各氏，c深謝する。
なお，乙の現地調査は昭和57年度文部省科学研究費
(海外学術調査 57041049)， 昭和58年度同(総括
58043049 )によって行った。
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(昭和59年1月6日受理)
The survey of food habit and nutritional status at Kalugaluvi in Beha village where is located in 
the East highland Province of Papua New Guinea was carried out on the end of 1982 for 10 of males 
and for 4 of females 
It was compared with the results of those in 1978 and in 1980 and of Japanese. 
1 ) As the previous studies， so their statures were a little smaller than Japanese ones， but they had 
thinner skin fold thickness and muscular statures. 
There was no anemia and hypoproteinemia in their blood. 
The blood urea nitrogen， the activities of some of enzymes， the concentrations of creatinine and lipid 
in serum of these volunteers were lower than those of Japanese. 
The concentrations of minerals in their serum were similar with those of Japanese. 
2) For male， the distributions of time and energy consumption of the time study in this survey had 
similar tendency for that of 1980. 
In contrast， the labour time of female was twice as much as that of rnale 
3) The mass and frequency of the intake of the rice and the canned fishes were increasing year by year 
and when were compared with those in rnale， those in fernale were smal!. 
On the other hand， the female ate 1.3 kg/day of the potatoes while the male did 1.0 kg/day. 
Eggs， rnilk products and beverages which were not farniliar for them were recently came to be taken a 
litle by male. 
The kinds of the foods wcre increasing year by year. 
4) For male subjects， the intake of protein showed the tendency to increase but the intake of anirnal 
protein was stil quite few. 
The intakes of all other nutrients were similar to those on 1980. 
For fernale， as thcy took a lot of sweet potatoes， energy and dietary fiber intake was more than male 
but the intake of sodlUm which increased year by year for rnale was stil few. 
The energy consumption which was calculated frorn the survey of tirne study was compara ble with the 
energy intake for male but showed less than the energy intake for female. 
5) The arnino acid score of their food proteins was high because the sweet potato at Kalugaluvi 
contained more sulphur containing arnino acids than that in Japan. 
The first limiting amino acid was lysine 
(12) 
